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きょうの紙面

◆
抗
癌
剤
「
オ

プ
ジ
ー
ボ
」
の

薬
価
が
ま
た
引

き
下
げ
ら
れ

る
。
薬
価
制
度

の
抜
本
改
革
に

よ
り
、
固
定
用
量
へ
の
一
部

変
更
承
認
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
用
法
用
量
変
化
再
算

定
が
適
用
さ
れ
て
約
４
割
近

く
も
薬
価
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
◆
２
年
前
、
適
応
拡
大
で

予
測
以
上
に
販
売
額
が
拡
大

し
た
た
め
高
額
薬
剤
の
問
題

が
急
浮
上
し
、
オ
プ
ジ
ー
ボ

が
常
に
逆
風
の
矢
面
に
立
っ

て
き
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
足

り
な
い
の
か
、
新
た
な
制
度

に
よ
り
再
び
オ
プ
ジ
ー
ボ
の

価
格
に
鋭
い
メ
ス
が
入
っ
た

◆
国
は
医
療
費
の
財
源
の
厳

し
さ
を
強
調
す
る
一
方
で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
推
進
す

る
と
い
う
。
し
か
し
、
オ
プ

ジ
ー
ボ
は
ま
さ
に
日
本
発
の

革
新
的
新
薬
で
、
本
来
高
く

評
価
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
医
療
費
削
減
の
生
け
贄

に
し
て
は
な
ら
ず
、
せ
め
て

制
度
疲
労
に
よ
る
調
整
に
と

ど
め
る
べ
き
だ
っ
た
◆
た
だ

で
さ
え
、
世
界
的
に
新
薬
が

出
せ
な
い
時
代
。
製
薬
企
業

は
新
薬
で
の
生
き
残
り
を
か

け
、
リ
ス
ク
を
取
っ
て
多
く

の
リ
ソ
ー
ス
を
つ
ぎ
込
ん
で

い
る
の
に
、
こ
れ
で
は
海
外

に
逃
げ
て
し
ま
う
の
も
無
理

は
な
い
。
一
連
の
オ
プ
ジ
ー

ボ
の
扱
い
を
見
る
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
を
つ

く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

の
実
現
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

の
医
療
の
最
適
化
な
ど
の
目
標

を
実
現
す
る
方
向
性
を
示
し

た
。

　

具
体
的
に
見
る
と
、
本
態
解

明
の
基
礎
研
究
で
は
、
ア
レ
ル

ゲ
ン
免
疫
療
法
や
抗
体
医
薬
な

ど
の
患
者
状
態
に
応
じ
て
治
療

を
組
み
合
わ
せ
る
臨
床
研
究
の

推
進
や
患
者
を
層
別
化
し
た

「
精
密
医
療
」
な
ど
に
取
り
組

む
と
し
た
。

　

社
会
の
構
築
に
向
け
て

は
、、
臨
床
試
験
へ
の
患
者
・

市
民
参
画
（
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ヴ
ォ
ル
ブ

メ
ン
ト
：
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
の
推
進

に
関
す
る
研
究
や
臨
床
研
究
の

基
盤
構
築
と
し
て
世
界
的
な
セ

ン
ト
ラ
ル
Ｉ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
審
査

を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
打

ち
出
し
た
。
ま
た
、
疾
患
特
性

に
注
目
し
た
研
究
は
、
防
ぐ
こ

と
が
で
き
た
死
を
ゼ
ロ
に
す
る

目
標
に
向
け
、
重
症
・
難
治

性
・
治
療
抵
抗
性
の
研
究
な
ど

を
進
め
て
い
く
方
針
を
盛
り
込

ん
だ
。

　

10
カ
年
戦
略
に
つ
い
て
は
、

長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
研

究
の
進
捗
状
況
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
、
中
間
評
価
を
行
っ
た

上
で
見
直
し
を
行
う
こ
と
も
明

記
し
た
。

10
カ
年
戦
略
で
は
、
▽
本
態
解

明
（
先
制
治
療
等
を
目
指
す
免

疫
ア
レ
ル
ギ
ー
の
本
態
解
明

に
関
す
る
基
礎
研
究
）
▽
社
会

の
構
築
（
免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー

研
究
の
効
果
的
な
推
進
と
社
会

の
構
築
に
関
す
る
横
断
研
究
）

▽
疾
患
特
性
（
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
な
ど
免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
特
性
に
注
目
し
た
重
点
研

究
）
︱
︱
の
三
つ
の
戦
略
を
打

ち
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
に

沿
っ
た
形
で
、
免
疫
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
の
見
え
る
化
に
よ

る
患
者
数
の
減
少
や
先
制
治
療

　

厚
生
労
働
省
は
23
日
、
免
疫

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
研
究
10
カ
年

戦
略
の
骨
子
案
を
検
討
会
に
示

し
た
。
本
態
解
明
、
社
会
の
構

築
、
疾
患
特
性
の
三
つ
の
戦
略

を
打
ち
出
し
、
こ
れ
ら
の
研
究

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

「
見
え
る
化
」や
層
別
化
治
療
、

先
制
治
療
の
実
現
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
別
の
医
療
の
最
適
化
を

目
指
す
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
た
。

　

次
回
会
合
で
報
告
書
案
を
議

論
し
、
戦
略
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
。

　

骨
子
案
で
は
、
気
管
支
喘

息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
花
粉
症
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
結
膜
炎
の
６
疾
患
を
対

象
と
し
、
10
年
間
に
わ
た
っ
て

戦
略
的
に
研
究
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
改

善
や
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
死
の

根
絶
、
疾
患
の
見
え
る
化
、
層

別
化
・
先
制
治
療
の
実
現
に
向

け
た
医
薬
品
開
発
な
ど
を
実
現

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
作
る

10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出

し
た
。

　

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、

学
部
の
看
護
学
科
４
年
生
、
社

会
福
祉
学
科
４
年
生
と
、
医
・

看
護
・
薬
・
福
祉
の
多
職
種
参

加
型
の
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
を
行
う
。

今
年
度
に
医
学
部
と
の
Ｉ
Ｐ
Ｅ

実
習
を
経
験
し
、
さ
ら
に
２
年

後
の
６
年
次
に
本
格
的
な
ア
ド

バ
ン
ス
ト
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
に
つ
な

げ
る
構
想
だ
。

　

昭
和
薬
大
臨
床
薬
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
実
践
薬
学
部
門
の

渡
部
一
宏
教
授
は
、「
単
科
大

学
が
Ｉ
Ｐ
Ｅ
教
育
に
取
り
組
む

こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
よ

う
や
く
で
き
る
環
境
が
整
っ

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
他

の
単
科
大
学
に
も
刺
激
を
与
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話

す
。
昭
和
薬
大
は
Ｉ
Ｐ
Ｅ
教
育

に
大
学
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
で
、
基
礎
系
教
員
も
症

例
検
討
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
チ
ュ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
し
て
も
ら
う
方
向

だ
。

　

渡
部
氏
は
「
薬
学
教
育
が
６

年
制
に
な
り
、
医
療
系
大
学
と

し
て
成
り
立
つ
に
は
、
薬
剤
師

教
育
は
基
礎
系
教
員
も
含
め
て

全
て
の
教
員
が
取
り
組
む
べ

き
。
Ｉ
Ｐ
Ｅ
教
育
の
取
り
組
み

自
体
が
大
学
教
員
の
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

（
Ｆ
Ｄ
）
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。

説
を
付
け
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
。
今
年
度
は
、
９
月
15

日
に
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
と

の
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
を
ス
タ
ー
ト

し
、
10
月
20
日
に
杏
林
大
、
12

月
14
日
に
東
大
と
実
施
す
る
予

定
。

　

さ
ら
に
第
２
段
階
と
し
て
、

20
年
か
ら
は
今
年
３
月
に
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
た
東
海
大

学
と
ア
ド
バ
ン
ス
ト
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実

習
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
病

院
、
薬
局
の
臨
床
現
場
を
目
指

す
６
年
生
が
対
象
で
、
東
海
大

学
の
医
学
部
６
年
生
、
健
康
科

り
た
い
考
え
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
実
習
内
容
は
、
医

学
生
２
人
、
薬
学
生
２
人
の
計

４
人
を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
、
模

擬
症
例
を
用
い
た
ス
モ
ー
ル
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
。
医
学
生
、
薬
学
生
が
相

互
に
最
新
の
知
識
を
補
え
る
症

例
を
作
成
、
議
論
す
る
予
定

で
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
に
は
発

表
会
を
行
い
、
現
場
医
師
の
解

　

多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
チ
ー
ム
医
療
の
重

要
性
が
増
す
中
、
改
訂
薬
学
教

育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
考
え
方
が

追
記
さ
れ
、
学
生
時
代
か
ら

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
多
職
種

連
携
の
必
要
性
を
理
解
す
る
た

め
の
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ま
で
も
医
療
系

総
合
大
学
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
取
り

組
み
が
先
行
し
て
進
め
ら
れ
て

き
た
が
、
単
科
薬
科
大
学
が
Ｉ

Ｐ
Ｅ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

他
の
医
療
系
大
学
と
の
連
携
が

欠
か
せ
な
い
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
昭
和
薬
大

は
、
９
月
か
ら
４
年
生
全
員
を

対
象
と
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ

ま
で
実
務
実
習
で
協
力
関
係

に
あ
っ
た
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医

大
、
杏
林
大
医
学
部
、
東
大
医

学
部
の
３
大
学
医
学
部
と
連
携

し
、
ま
ず
医
学
生
と
薬
学
生
の

２
職
種
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
を

始
め
る
。

　

東
大
医
学
部
と
の
実
習
に
は

聖
路
加
国
際
大
学
の
看
護
学
生

も
参
加
す
る
予
定
。
昭
和
薬
大

の
４
年
生
２
７
０
人
の
う
ち
、

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
と
の
実
習

に
１
６
０
人
、
杏
林
大
と
の
実

習
に
60
人
、
東
大
と
の
実
習
に

は
50
人
を
派
遣
す
る
。

　

特
に
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
と

の
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
に
参
加
す
る
１

６
０
人
に
つ
い
て
は
、
多
く
が

５
年
次
の
実
務
実
習
を
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
大
病
院
で
行
え
る
よ

う
に
し
、
同
じ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
を

経
験
し
た
医
学
生
と
共
に
実
務

実
習
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
作

　

昭
和
薬
科
大
学
は
、
９
月
か
ら
多
職
種
連
携
教

育
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
学
、
杏
林
大
学
医
学
部
、
東
京
大
学

医
学
部
の
３
大
学
と
連
携
し
、
ま
ず
医
学
生
と
薬

学
生
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
と
し
て
、
４
年
生
全
員

が
模
擬
症
例
を
用
い
た
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
２
０
２

０
年
か
ら
は
病
院
、
薬
局
の
臨
床
現
場
を
目
指
す

６
年
生
を
対
象
に
、
東
海
大
学
の
医
学
生
、
看
護

学
生
、
福
祉
学
生
と
の
ア
ド
バ
ン
ス
ト
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実

習
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
単
科
薬
科
大
学
に
よ
る

Ｉ
Ｐ
Ｅ
教
育
は
珍
し
く
、
昭
和
薬
大
は
基
礎
系
教

員
も
含
め
て
大
学
全
体
で
Ｉ
Ｐ
Ｅ
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
考
え
だ
。

聖
マ
リ
医
大
な
ど
３
大
学
と
連
携

２
年
後
に
東
海
大
と
本
格
実
習

昭和薬科大学

ア
レ
ル
ギ
ー
研
究
戦
略
で
骨
子
案

厚
労
省 

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
へ
三
つ
の
目
標

単
科
薬
大
で
Ｉ
Ｐ
Ｅ
教
育
開
始


